
平塚ロータリークラブ 週報
Hiratsuka R.C. Weekly

例会日　毎週木曜日　12:15～13:30
会　場　グランドホテル神奈中　2F
事務局　平塚市松風町2-10 平塚商工会議所内
連絡先   0463-23-5955（事務局）　

会長 :白石慎太郎　副会長 :高橋建二　幹事：今村佳広　クラブ会報・IT委員会委員長：松本崇

年　  月　  日       第　　　　回       週報第　　　　号

１．真実かどうか　２．みんなに公平か　３．好意と友情を深めるか　４．みんなのためになるかどうか

会員数　   名

会員数　   名

対象者　   名

対象者　   名

出席者　       　  名

出席者　       　  名

出席率　  　　  %

出席率　  　　  %

本　日　   月　   日

前々回　   月　   日 計        名
修
正
率

名 %MUP

2023-2024年度 RI テーマ
HIRATSUKA RC テーマ　

：世界に希望を生み出そう
：人生を豊かにする、あなたのSmile

本日の卓話者ご紹介
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　龍城ケ丘プールは戦前の昭和12年に開設され2013年に
閉鎖されるまでの76年間平塚市民に親しまれました。

　当初のプール跡地整備計画が発表されたとき、周辺の樹
林を少しだけ切って小さな駐車場を作る計画でした。その
後、国がPark-PFIという新たな制度を導入したことにより、
公園の規模は拡大され、海岸防災林を切り開いて来園者用
に広大な駐車場を作る計画に変わりました。この防災林を
切るということに驚いた市民は、計画の修正を求め多くの
署名を集め、説明会などで反対の声を挙げたのです。

　平塚市は2022年8月に市民の声を取り入れたとして修正
計画を公開しましたが、やはり海岸防災林を切る形で広大
な駐車場が描かれていました。

　海岸防災林は、大変重要な役割を持っているのです。東日
本大震災の時には、東北だけでなく千葉県にも5～8mの津
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波が襲来しています。被害が大きかったのは、海岸防災林
がない場所や、防災林と防災林の間だということが後の研
究結果で分かっています。

　東日本大震災を研究した専門家は、防災林は津波に対し
て抵抗となり、水の勢いを抑え、住宅地の浸水や流速を抑え
る効果があると口をそろえて論説しています。平塚市の想定
最大津波高は9.6mであり、わずか6分で陸に到達します。海
岸防災林を切った場所に水は集中し被害は拡大すると考え
られます。

　市民は開発自体にNOを出しているのではなく、海岸防災
林を切ることで想定以上に災害が拡大し、自らの大切な財産
である家屋、そして人命までも奪いかねないと懸念している
のです。平塚市は市民に対して述べ52回1661人に説明して
きたので市民の意見は十二分に取り入れたと言います。そ
れにも関わらず、整備予定地の周辺住民は自治会を挙げて
計画の修正を求めているということは、やはり行政と市民と
の対話が不足しているのではないでしょうか。

　平塚市の市民対話マニュアルに「市長自らが市民の前に
出向き直接語り合う」と記載されています。また、平塚市自治
基本条例には、市民と議会と行政は共に力を合わせてまち
づくりをすると記載されています。市民が求めているのは
行政からの一方的な説明ではなく、市長にも出席してもら
う形での対話なのです。賛成派も反対派も共に意見を出し
合うことで未来ある平塚市を作るための対話を求めている
のです。

　平塚の海岸は貴重なウミガメの産卵地です。数十年かけ
て育ったウミガメが平塚海岸の自然を求めて戻ってくる。
海岸防災林を切ってしまうことで134号線の明かりが海ま
で届いてしまうとウミガメが産卵に来ることはなくなるでし
ょう。災害対策だけでなく、自然を守るという意味でも海岸

卓 話

「龍城ヶ丘開発について」
龍城ケ丘プール跡地整備計画の実際と対話の重要性

龍城ヶ丘樹林帯をきれいにする会
　代表　小林陽一様

龍城ヶ丘樹林帯をきれいにする会
　代表　小林陽一

防災林を保護し、育成
していくのが平塚市の
未来の子供たちのた
めではないかと私は
思います。
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　龍城ケ丘プールは戦前の昭和12年に開設され2013年に
閉鎖されるまでの76年間平塚市民に親しまれました。

　当初のプール跡地整備計画が発表されたとき、周辺の樹
林を少しだけ切って小さな駐車場を作る計画でした。その
後、国がPark-PFIという新たな制度を導入したことにより、
公園の規模は拡大され、海岸防災林を切り開いて来園者用
に広大な駐車場を作る計画に変わりました。この防災林を
切るということに驚いた市民は、計画の修正を求め多くの
署名を集め、説明会などで反対の声を挙げたのです。

　平塚市は2022年8月に市民の声を取り入れたとして修正
計画を公開しましたが、やはり海岸防災林を切る形で広大
な駐車場が描かれていました。

　海岸防災林は、大変重要な役割を持っているのです。東日
本大震災の時には、東北だけでなく千葉県にも5～8mの津

波が襲来しています。被害が大きかったのは、海岸防災林
がない場所や、防災林と防災林の間だということが後の研
究結果で分かっています。

　東日本大震災を研究した専門家は、防災林は津波に対し
て抵抗となり、水の勢いを抑え、住宅地の浸水や流速を抑え
る効果があると口をそろえて論説しています。平塚市の想定
最大津波高は9.6mであり、わずか6分で陸に到達します。海
岸防災林を切った場所に水は集中し被害は拡大すると考え
られます。

　市民は開発自体にNOを出しているのではなく、海岸防災
林を切ることで想定以上に災害が拡大し、自らの大切な財産
である家屋、そして人命までも奪いかねないと懸念している
のです。平塚市は市民に対して述べ52回1661人に説明して
きたので市民の意見は十二分に取り入れたと言います。そ
れにも関わらず、整備予定地の周辺住民は自治会を挙げて
計画の修正を求めているということは、やはり行政と市民と
の対話が不足しているのではないでしょうか。

　平塚市の市民対話マニュアルに「市長自らが市民の前に
出向き直接語り合う」と記載されています。また、平塚市自治
基本条例には、市民と議会と行政は共に力を合わせてまち
づくりをすると記載されています。市民が求めているのは
行政からの一方的な説明ではなく、市長にも出席してもら
う形での対話なのです。賛成派も反対派も共に意見を出し
合うことで未来ある平塚市を作るための対話を求めている
のです。

　平塚の海岸は貴重なウミガメの産卵地です。数十年かけ
て育ったウミガメが平塚海岸の自然を求めて戻ってくる。
海岸防災林を切ってしまうことで134号線の明かりが海ま
で届いてしまうとウミガメが産卵に来ることはなくなるでし
ょう。災害対策だけでなく、自然を守るという意味でも海岸

クラブ会報・ＩＴ委員会　◎ 松本崇　○ 平井敬規　鈴木成一　青山紀美代

卓話・行事予定

市内例会変更

メークアップ（MUP) 1名

ゲスト 1名

ビジター 0名

8月03日(木)
8月10日(木)
8月17日(木)

今週のお祝い

誕生日祝い・・・清水裕会員
結婚祝い    ・・・無し

県立厚木商業高等学校　総括教諭　穂田智範様
休会
特定失踪問題調査会　会長　荒木和博様

本日のスマイル 12名

現在ございません

委員会報告

◯雑誌委員会　米山範明委員長
　今年度国際ロータリー会長であるゴードンＲ．マッキ
　ナリー氏のメッセージとイニシアチブが載っておりま
　す。その他、田島ガバナー、久保田歴代ガバナー、村
　木厚子元厚生労働事務次官などが取り上げられており

幹事報告

◎ガバナー訪問についてのお礼について
　7/19の第2780地区　田島ガバナー公式訪問にご協力
　いただきました皆様、ありがとうございました。会長
　からお礼状をお送りして頂きました。

◎第１回情報集会について
　本日配布いたしました第1回情報集会テーマは、『たま
　には、国際大会や地区大会・地区イベントを考えてみ
　ようじゃありませんか！』のお題に基づき、各グルー
　プの皆様で納涼もかねて、集会をお願いします。幹事、
　副幹事は大変ですが、よろしくお願いします。日程、
　人数がきまりましたら、一人￥2,000の補助金をお渡し
　いたしますので、事務局までご連絡をお願いいたしま
　す。報告会は9/7(木)の例会にて行います。

◎事務局対応について
　ガバナー事務所は8/11(金)～8/16(水)まで夏休みとなり、
　その間の問い合わせはできません。
　また、平塚RC事務局は、祝日週で例会休会となります
　8/10(木)～8/14(月)までお休みとなります。その間の
　緊急のご連絡は今村幹事へお願い致します。　

◎会員証について
　今年度の会員証を作成いたしましたので、本日例会場
　受付に置いてあります。
　ご自分の会員証をお持ちください。

◎理事・役員会について
　次週8/3は第一週目の例会です。例会後に理事・役員会
　を開催いたしますので、関係者の方はご出席をお願い
　致します。
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龍城ヶ丘樹林帯をきれいにする会　代表　小林陽一様

清水裕会員

卓話者ご紹介

小林陽一（こばやしよういち）様

1966 年 4 月生まれ 57 歳
龍城ケ丘樹林帯をきれいにする会代表
日本総合研究所、ソフトバンク、日本オラクル、ベンチャー
企業などで新規事業企画、経営企画、戦略マーケティン
グなどを担当。

平塚市袖ケ浜在住
袖ケ浜自治会総務部長、青少年育成部、花水地区青少年
指導員、Facebook グループ（平塚龍城ケ丘の海岸林を
守りたい・平塚市が素敵な街であるために）主催

防災林を保護し、育成
していくのが平塚市の
未来の子供たちのた
めではないかと私は
思います。

　ます。ご一読いただければと思います。

◯昨年度スマイルボックス委員会　大島副委員長
　スマイル大賞の発表
　・4－6月スマイル大賞　鈴木忠治会員
　・年間スマイル特別賞　清水雅広会員
　・年間スマイル大賞　升水一義会員
　です。おめでとうございます。

◯プログラム委員会　鈴木成一委員長
　来月の卓話者の紹介（以下に掲載）

◯青少年交換委員会　相山委員
　地区青少年交換の募集を行っております。8月5日（土）
　に説明会がございます。第8グループから1名出したい
　と思っておりますので、ご親戚など留学に興味がある
　方がいらっしゃいましたら是非ご主席ください。

〇親睦委員会　嶋田委員長　宮下会員
　春の家族例会のご登録をお願いします。世界からロー
　タリアンが集まりますので、ホテル、レストラン等の
　予約のため早く動く必要がございます。皆様、ご協力
　の程、宜しくお願い申し上げます。




